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 ○ 所管事項の報告について 

１ 起業支援プラットフォーム事業について 

２ はちのへポイントのまちなか共通駐車券（おんでカード）への 

交換開始について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時 令和５年９月 25 日(月) 

   本会議終了後 

場所 第二委員会室 

 



 

起業支援プラットフォーム事業について 

 

１ 事業の趣旨 

北東北を代表する産業都市として将来にわたって経済をけん引していくためには、地域

の経済界で活躍する人材の更なる輩出とともに、起業家等の交流促進による新ビジネスの

創出やスケールアップの機会提供が重要となる。 

今般、はちのへ創業・事業承継サポートセンター（以下「８サポ」）内に構築する「起

業支援プラットフォーム」をベースとしたコミュニティ活動の実施を通じて、起業・創業

への関心向上、起業家同士の交流機会の創出を図るとともに、８サポの相談窓口と連携し

た面的な起業・創業支援を行う。 

 

２ 設置目的 

（１）起業・創業への関心向上  

若者や女性を中心に起業や創業への関心を高め、創業希望者の裾野拡大を図る。 

（２）起業・創業希望者の支援  

起業・創業希望者が先輩創業者や金融機関等の関係者と交流する機会を創出し、起業・

創業がしやすい環境を整備する。 

（３）起業家同士の交流促進  

既に起業した経営者が集まる機会を創出することで、取引拡大のきっかけづくりや新

産業の創出、オープンイノベーションの促進を図る。 

 

３ プラットフォームの概要 

（１）コミュニティの運営 

①組成するコミュニティ 

名 称 
コミュニティ 

マネージャー 
目 的 

学生起業チャレンジコミュニティ 井上 丹 起業・創業への関心向上 

スモールビジネスコミュニティ 
野田 賀一 

藤ケ森 高子 
起業・創業希望者の支援 

新ビジネス創出コミュニティ 
野田 賀一 

タナカ ミカ 
起業家同士の交流促進 

②コミュニティマネージャー 

ⅰ）井上 丹 氏  

・八戸学院大学 地域経営学部 講師 

ⅱ）野田 賀一 氏 

・PointFive 株式会社 代表取締役 
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ⅲ）藤ケ森 高子 氏  

・ビーエフエム パーソナリティ 

・コワーキングカフェエスタシオン コミュニティマネジャー 

ⅳ）タナカ ミカ 氏  

・株式会社リモットさん 代表取締役 

③コミュニティマネージャーの役割 

コミュニティ活動の企画・実践、コミュニケーションの活性化促進、８サポへのあっせ

ん、外部専門家の招聘、活動状況の共有、コミュニティ活動の広報、外部機関とのネット

ワーク構築など 

 

（２）イベント・交流会の開催 

①キックオフイベント 

【日 時】令和５年 10月 21 日（土） 15 時～17 時 

【場 所】八戸まちなか広場「マチニワ」 

【次第案】開会挨拶（起業支援プラットフォーム設置目的・意義の説明） 

八戸市長 熊谷 雄一  

基調講演        わかる事務所 玉樹 真一郎 氏 

コミュニティ紹介    各コミュニティマネージャー 

パネルディスカッション  

ファシリテーター：わかる事務所 玉樹 真一郎氏 

パ ネ ラ ー：コミュニティマネージャー 

         八戸東和薬品株式会社 髙橋 巧 氏 

         あおもり創生パートナーズ株式会社 高坂 幹 氏 

②交流会 

令和５年 12 月・令和６年３月に交流会を開催予定 

 

４ スケジュール 

９月 25 日(月)  定例市長記者会見において「プラットフォームの概要」を発表 

 キックオフイベント等の開催告知 

９月 26 日(火)  プラットフォームのプレスタート（メンバーの募集開始） 

10 月 21 日(土)  キックオフイベントの開催 

 プラットフォームの本格スタート 

 

５ 愛称の設定 

はちのへ創業・事業承継サポートセンター【愛称：８サポ】 

 

 

 

 

 

相談窓口 

（サポートデスク） 

【愛称：８サポ desk】 

交流基盤 

（プラットフォーム） 

【愛称：８サポ meets】 



はちのへポイントのまちなか共通駐車券（おんでカード）への交換開始について 

 

 

１ 趣 旨 

   市が現在展開している「はちのへ AI（アイ）中心街・バス活性化プロジェクト」の一環と

して、市内公共施設等において電子マネー決済で利用料等を支払ったハチカ所有者に対し、

はちのへポイント（１回 200 ポイント、上限 5000 ポイント／枚）を付与している。 

このポイントの新たな活用先として、株式会社まちづくり八戸が運営するまちなか共通駐

車券（以下、「おんでカード」という。）との交換ができるようにすることで、中心街を訪れ

るマイカー利用者に対し、ハチカの普及と来街時のサービス向上を図るもの。 

 

２ 事業内容 

（１）交換単位 

   はちのへポイント  100 ポイント ⇒ おんでカード 100 円券 

      〃   150 ポイント ⇒   〃     150 円券   

   ※ハチカは記名式、無記名式のどちらも利用できる。 

（２）交換方法 

   八戸市美術館並びに八戸ポータルミュージアムの受付（イン

フォメーション）にタッチパネル式のおんでカード交換機（右

写真）を設置。文字を大きくわかりやすい画面とし、利用者が

気軽に交換できるようにしている。 

  ※交換機でははちのへポイントの残高確認も行える。 

 （３）おんでカードについて 

    おんでカードは、中心市街地の提携駐車場 25 か所で利用 

できる。（使用期限はなし） 

 （４）交換開始日 

    令和５年 10 月 4 日（水）より 

※次年度の継続も視野に入れて検討する。 

 

３ 備 考 

 （１）利用者アンケートの実施 

   実施期間中、さらなる利便性の向上に資するため、利用者アンケートを実施し、今後の事

業への参考とする。 

 （２）はちのへポイントのさらなる活用 

はちのへポイントのさらなる活用として、民間事業者（店舗）が購入額等に応じてはちの

へポイントを付与できる仕組み（ポイント発行分は事業者負担）を構築しており、現在、ま

ちづくり八戸を通じ、協力店舗を募集している。 

これに限らず、今後も庁内関係課やまちづくり八戸等の関係団体と連携し、アイディアを

出し合いながら、はちのへポイントのサービス拡充に努めていく。 
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